
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

一
戸　

智
子
ん(

66)

統計功労者

■永年、統計調査員として
職務に精励し、統計調査の
推進に寄与した。

北海道社会貢献賞

苫
多

湾
月

久
保
田　

勲
さ
ん(

83)

統計功労者

■永年、統計局所管の統計
調査に従事し、顕著な功績
を上げた。

総務大臣表彰

宮
園

稲
垣　

雅
子
さ
ん(

58)

統計調査功労者

■永年、経済産業省所管の
構造統計調査に従事し、顕
著な功績を上げた。

経済産業大臣表彰

松
葉

丹
野　

陸
子
さ
ん(

76)

国民健康保険事業功労者

■永年、国民健康保険運営
協議会委員として、国民健
康保険制度の推進と同事業
運営に尽力した。

北海道社会貢献賞

 

子
供
技
能
木
工
ふ
れ
あ
い

 

教
室
を
開
催
し
ま
す

　

厚
岸
地
方
技
能
士
会（
小
笠
原
勲
会
長
）

で
は
、
日
ご
ろ
子
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る

こ
と
の
な
い
木
材
や
道
具
を
使
い
、
作
品

を
作
る
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
体
験
し
て
、

小
学
校
生
活
の
思
い
出
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
『
第
15
回
子
供
技
能
木
工
ふ
れ

あ
い
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は『
多
目
的
イ
ス
』を
作
製
し
ま
す
。

昼
食（
豚
汁
）や
飲
み
物
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。（
一

つ
の
作
品
を
親
子
で
共
同
製
作
）

●
日
時
／
平
成
29
年
1
月
14
日M

9
時
か

ら●
場
所
／
厚
岸
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生

●
定
員
／
25
人

●
参
加
料
／
無
料

●
持
ち
物
／
上
履
き
、
軍
手
、
鉛
筆
、
道

具
（
の
こ
ぎ
り
、
げ
ん
の
う
、
差
し
金
な

ど
あ
れ
ば
持
参
）
、
昼
食
用
の
お
に
ぎ
り

●
服
装
／
作
業
し
や
す
く
手
・
足
の
裾
が

広
が
ら
な
い
も
の

●
申
し
込
み
／
12
月
12
日X

ま
で
に
厚
岸

地
方
技
能
士
会
へ
フ
ァ
ク
ス
（\

52^

6

7
5
7
）
で
申
し
込
み

●
問
い
合
わ
せ
／
厚
岸
地
方
技
能
士
会\

52^

6
7
5
7
（
午
前
中
の
み
）

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

 

開
催
し
ま
す

　

第
23
回
厚
岸
町
吹
奏
楽
団
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
3
日M

開
場
18
時
30
分
、

開
演
19
時

●
場
所
／
真
龍
小
学
校
ホ
ー
ル

●
出
演
／
厚
岸
町
吹
奏
楽
団
、
厚
岸
翔
洋

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
（
特
別
参
加
）

●
入
場
料
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ
／
厚
岸
町
吹
奏
楽
団
（
森

脇
）\

52^

2
3
4
1
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問い合わせ

林政係
木工センター
52-3451

 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

 

木
で
作
り
ま
せ
ん
か

　

木
工
セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
を
『
ク
リ
ス

マ
ス
小
物
工
作
月
間
』
と
し
て
い
ま
す
。

木
製
の『
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
』が
作

れ
ま
す
。

　

作
り
方
は
指
導
員
が
教
え
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
木
工
を
体
験
し
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
に『
木
』の
も
つ
特
有
の
あ
た
た
か
さ

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
／
12
月
1
日B

か
ら
25
日Z

（
月

曜
日
お
よ
び
祝
日
の
翌
日
を
除
く
）

●
場
所
／
木
工
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
9
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

●
材
料
費
／
無
料

●
申
し
込
み
／
希
望
日
を
決
め
て
、
希
望

日
の
3
日
前

ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ

さ
い

●
申
し
込
み

／
木
工
セ
ン

タ
ー
、
林
政

係

 

本
町
の
選
手
が

 

頑
張
り
ま
し
た

●
平
成
28
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
交
歓
会
『
水
上
の
部
』
／

▽
カ
ヌ
ー
競
技
中
学
生
ク
ラ
ス
男
子
の
部

＝
三
浦
和
馬
、
村
上
眞
之
介
、
中
川
晟
那
、

▽
Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
競
技
中
学
生
の
部
＝
中
川

晟
那 

●
平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
47
回
北
海
道
中
学
校
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
／
▽
男

子
ダ
ブ
ル
ス
＝
東
義
羅
、

安
部
悠
大
、
▽
男
子
団
体

＝
東
義
羅
、
安
部
悠
大
、

桂
川
涼
、
増
輪
侑
太
、
西

谷
内
颯
真
、
山
口
颯
太（
い

ず
れ
も
厚
岸
中
学
校
3
年

生
）

●
第
18
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
／
▽
男
子
1
1
0
㍍
ハ
ー
ド
ル

＝
遠
藤
真
人（
厚
岸
中
学
校
3
年
生
）、
▽

女
子
1
0
0
㍍
・
女
子
1
0
0
㍍
ハ
ー
ド

ル
＝
小
林
芽
菜（
真
龍
中
学
校
2
年
生
）、

▽
男
子
1
0
0
㍍
＝
石
嶋
彰
成
（
真
龍
中

学
校
3
年
生
）
、
▽
男
子
走
高
跳
＝
小
笠

原
宇
宙（
真
龍
中
学
校
3
年
生
）

●
第
23
回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会
／
▽
女
子
1
0
0
㍍
＝
小
林
芽
菜
、

水
野
桃
花
（
い
ず
れ
も
真
龍
中
学
校
2
年

生
）
、
女
子
1
0
0
㍍
ハ
ー
ド
ル
＝
小
林

芽
菜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

 

あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
教
育
委
員
会
に
／
厚
岸
漁
業
協
同
組
合

＝
さ
ん
ま
4
3
0
尾
（
学
校
給
食
振
興
の

た
め
）
／
釧
路
太
田
農
業
協
同
組
合
＝
ジ

ャ
ガ
イ
モ
70
㌔
、
カ
ボ
チ
ャ
70
㌔
、
バ
タ

ー
24
個
、
あ
っ
け
し
極
み
る
く
65
1
7
0

㍑（
学
校
給
食
振
興
の
た
め
）／
厚
岸
プ
ロ

パ
ン
株
式
会
社
＝
カ
ッ
プ
タ
イ
プ
み
そ
1

5
0
個
、
玉
ネ
ギ
45
㌔
（
学
校
給
食
振
興

の
た
め
）
／
（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会
釧
路

支
部
・
釧
路
火
薬
類
保
安
協
会
＝
音
響
機

器
（
移
動
用
）
＝
1
式
（
学
校
教
育
振
興
の

た
め
）
／
厚
岸
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

Ｍ
Ｏ
Ｐ
厚
岸
＝
図
書
資
料
5
点
（
情
報
館

資
料
の
充
実
の
た
め
）

教
室

活
躍
…
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
助
成
の
対
象
者

寄
付
・
奉
仕

国民年金

　後納制度とは、時効で納めることができなかった国民
年金保険料を、平成27年10月から平成30年9月までの3
年間に限り、過去5年分まで納めることができる制度で
す。
　後納制度を利用することで、年金額が増えたり、納付
した期間が不足して年金を受給できなかった人が年金受
給資格を得られる場合があります。

《対象者》

　（ 1）20歳以上60歳未満の人

　　　 5年以内に納め忘れの期間や未加入期間のある人

　（ 2）60歳以上65歳未満の人

　　　（ 1）の期間のほか、任意加入中に納め忘れがある人

　（ 3）65歳以上の人

　　　年金受給資格がなく、任意加入中の人など
　
　※60歳以上で老齢基礎年金を受け取っている人は申し
　　込みできません。

●問い合わせ／町民課保険医療係
　　　　　　　釧路年金事務所　0154-22-5810

ご存じですか？後納制度
（国民年金保険料の納付期限の延長）

\

……………………

団
体

悠
大
、

太
、
西

（
い

支器た


